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　「’99壬生高祭」において、生徒がかんぴ

ょうむきを体験しました。これは、来年開

催する全国都市緑化フェアで披露する「か

んぴょうむき」実演のため、試験的に遅ら

せて作ったユウガオの実を、地元の藤丼む

らづくり推進協議会が提供したものです。
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こ
の
た
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

壬
生
町
の
ホ
ー
ム
ペ
九
ン
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
「
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
や

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
　
の
概
要
を

は
じ
め
、
「
壬
生
町
の
紹
介
」
、
施
設
や

観
光
情
報
か
ら
な
る
「
ま
ん
さ
い
マ
ッ

プ
」
の
ほ
か
、
寺
院
や
ま
つ
り
等
を
紹

介
し
た
「
歴
史
物
語
」
、
特
産
物
情
報

の
「
ま
ん
さ
い
壬
生
物
産
」
、
身
近
な

催
し
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
ふ
れ
あ
い

情
報
」
等
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
外
の
方
に
壬
生
町
を
知
っ
て
も
ら

う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
方
に
も
最

新
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
し
、
情
報
の
発
信

を
行
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
い
で
い
る
方
は
、
是
非
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
に
加
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
「
町
民
の
声
」
と
い
う
ぺ
１

ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

２



ら

年
末
年
始
の
準
備
は

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に

　
西
暦
２
０
０
０
年
ま
で
あ
と
わ
ず
か

と
迫
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０
０
０
年

問
題
に
つ
い
て
は
、
金
融
、
千
不
ル
ギ
ー
、

情
報
通
信
、
交
通
、
医
療
と
い
っ
た
影

響
の
大
き
い
重
要
分
野
に
お
い
て
、
危

機
管
理
等
の
対
応
が
進
み
、
２
０
０
０

年
問
題
に
起
因
し
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

等
で
、
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
大
き
な
混
乱
は
生
じ
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、

∵
今
人
が
念
の
た
め
準
備
を
進
め
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
び
政
府
の
高
度
情
報
通
信
社

会
本
部
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
準

備
を
行
う
際
の
留
意
事
項
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
食
料
と
水
を
３
口
分
用
意

　
防
災
基
本
計
画
に
倣
い
、
食
料
・
飲

料
水
を
２
、
３
日
分
準
備
す
る
。

●
防
災
用
品
の
用
意

　
救
急
箱
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
乾

電
池
な
ど
地
震
災
害
に
備
え
る
の
と
同

様
の
準
備
を
す
る
。

●
通
帳
の
記
帳
を
行
う

・
通
帳
の
記
帳
等
を
年
末
ま
で
に
行
い
、

自
宅
に
保
管
し
て
お
く
。

・
年
末
年
始
に
受
け
取
る
納
品
書
を
保

管
し
、
１
月
以
降
に
受
け
取
る
請
求
書

等
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

●
現
金
の
用
意
は
例
年
ど
お
り
で

　
金
融
機
関
の
対
応
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
盗
難
な
ど
の
リ
ス
ク
に
配
慮
し
て

必
要
以
上
に
引
き
出
す
こ
と
は
な
い
。

●
医
療
品
、
医
療
機
器

・
心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
命
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
医
療
機

器
に
つ
い
て
は
、
「
問
題
発
生
す
る
こ

と
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

・
常
備
薬
な
ど
は
事
前
に
人
手
、
保
管

し
て
お
く
。

●
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
は
例
年
ど
お
り
で

・
例
年
ど
お
り
、
正
月
期
間
中
の
分
は

事
前
に
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

・
石
油
の
国
内
在
庫
は
、
１
６
６
口
分

あ
り
ま
す
。

●
家
電
製
品
は

・
２
０
０
０
年
問
題
対
応
済
み
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
お
く
。

・
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

電
話
機
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
の
一
部
で
日
付
表

示
に
不
都
合
が
生
じ
る
も
の
も
あ
る
。

・
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
電
子

レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
は
、

日
付
で
マ
イ
コ
ン
が
管
理
し
て
い
な
い

の
で
不
都
合
は
生
じ
な
い
。

●
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

・
年
末
年
始
の
不
急
の
用
件
で
の
電
話

を
控
え
る
。

・
年
末
年
始
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
を
自
粛
す
る
。

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用

　
1
2
月
3
1
日
か
ら
Ｔ
月
士
日
に
か
け
て

（
午
前
零
時
頃
）
の
利
用
を
控
え
る
。

●
海
外
旅
行
は

　
２
０
０
０
年
問
題
に
対
応
し
て
い
な

い
と
さ
れ
る
外
国
へ
の
旅
行
を
控
え
る
。

●
悪
質
な
商
法
に
注
意

　
２
０
０
０
年
問
題
に
絡
め
た
悪
質
な

商
法
、
詐
欺
に
注
意
す
る
。

●
個
人
商
店
の
対
応

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の
保
存
、
原

材
料
の
確
保
を
し
て
お
く
。

家
庭
に
お
け
る
西
暦
２
０
０
０
年
問
題

　
　
　
　
　
　
危
機
管
理
計
画
シ
ー
ト

１
　
年
末
年
始
の
家
族
の
所
在
場
所
、

　
連
絡
方
法
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
名
前
、
連
絡
先
、
所
在
場
所

・
緊
急
時
集
合
場
所
は
？
（
す
ぐ
に
帰

　
れ
な
い
と
き
）

・
親
戚
や
知
人
の
連
絡
先
も
再
確
認

・
学
校
、
会
社
（
上
司
）
の
連
絡
先
一

　
覧
表
を
作
っ
て
家
族
分
コ
ピ
ー
し
ま

　
し
よ
う
。

２
　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
そ
ろ

　
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
食
　
最
低
３
口
分
（
政
府
）
最

　
低
１
週
間
（
民
間
）

　
水
（
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
、
米
・
モ
チ
、

　
カ
ン
バ
ン
・
缶
詰
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・

　
チ
し
ス
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
粉
ミ
ル

　
ク
（
乳
児
用
）

・
衣
類
　
防
寒
具
、
下
着
、
靴
下
、
手

　
袋
（
厚
手
）
、
毛
布
、
靴
（
丈
夫
な

　
も
の
）

・
救
急
セ
ッ
ト
　
傷
薬
・
胃
腸
薬
・
目

　
薬
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
・
消
毒
薬
、
包

　
帯
・
ガ
ー
ゼ
、
絆
則
貢
、
生
理
用
品
、

　
ほ
乳
瓶
、
お
む
つ

・
そ
の
他
　
現
金
・
通
帳
・
印
鑑
等
、

　
懐
中
電
灯
、
電
池
、
ナ
イ
フ
・
缶
切

　
り
等
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

　
ト
・
ポ
リ
袋
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

　
マ
ッ
チ
こ
フ
イ
タ
ー
等
、
リ
ュ
ッ
ク

　
サ
ッ
ク
（
非
常
特
出
用
）

３
　
家
庭
電
化
製
品
の
チ
エ
、
ク
を

　
　
２
０
０
０
年
を
迎
え
た
ら
、
ぷ
Ｌ
し

　
く
使
え
る
か
確
認
を

一

　
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
一

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
オ
ー
デ
ィ
オ
類
、
‐
‐

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
自
動
車
・
パ
ー

　
ソ
コ
ン
、
炊
飯
器
、
湯
沸
器

　
陛
通
に
使
え
る
か
確
認
を

　
　
ガ
ス
、
電
気
、
水
道

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
確
認
欄

　
に
○
を
つ
け
ま
し
ょ
う

４
　
２
０
０
０
年
１
月
１
日
以
降
は
、

一 一 一 一

　
請
求
書
の
通
知
、
チ
ケ
、
ト
の
予
約
‐
‐
‐

　
年
月
日
、
有
効
期
限
な
ど
を
よ
く
確

　
認
し
ま
し
ょ
う

５
　
２
０
０
０
年
問
題
を
理
由
に
し
た

　
便
乗
商
法
に
注
意
を
Ｉ
・

　
　
「
ウ
ワ
サ
」
フ
ア
マ
」
　
に
惑
わ
さ
れ
。

　
な
い
よ
う
に
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

　
変
だ
と
恩
っ
た
ら
、
自
治
体
や
公
共
一

　
機
関
に
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
０
０
年
１
月
１
日
～
４
日
は
何
‐
‐
‐

か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
Ｉ

ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
一

ニ
ュ
ー
ス
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
‐
　
－
‐
‐
－
－
－
－

３
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健
康
と
福
祉
の
祭
典
「
第
1
4
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ

り
」
が
1
0
月
1
7
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
朝
早
く
か
ら
約
６
。
０
０
０
人
の
家
族

連
れ
が
訪
れ
「
健
康
」
と
「
福
祉
」
に
関
↓
９
る
催
し

を
終
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。にぎわいをみせる会場

［
月
必
忿
命
忿
り
９
ッ
ク
々
Ｌ
日
］

　
特
設
ス
テ
ー
ー
ジ
で
は
、
健
康
・
福
祉

標
語
の
人
貧
者
の
表
彰
、
町
の
保
健
、

福
祉
の
た
め
献
身
的
活
動
を
続
け
て
い

る
保
健
事
業
・
福
祉
功
労
者
の
表
彰
、

家
族
全
員
が
健
康
管
理
に
努
め
、
５
年

間
１
度
も
国
保
に
よ
ゐ
医
療
を
受
け
る

こ
と
な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
町
国
民

健
康
保
険
健
康
増
進
奨
励
事
業
の
表
彰
、

W ’

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
高
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
方
の
表
彰
、
３
歳
児
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
頃
自
主
講
座
な
ど

で
学
ん
で
き
た
手
話
、
ダ
ン
ス
の
発
表
、

壬
生
寺
保
育
園
に
よ
る
「
円
仁
太
鼓
」

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
だ
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手

健
康
・
福
祉
標
語
入
賞
者

健
康
標
語
　
　
　
福
祉
標
語

○
小
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
健
康
は

　
　
あ
な
た
の
未
来
を
つ
く
る
カ
ギ
」

　
　
壬
生
小
　
６
年
　
森
田
麻
友
美

＊
優
秀
賞

　
　
睦
　
　
小
　
３
年
　
田
中
　
雄
大

　
　
稲
葉
小
　
５
年
　
梁
島
　
静
香

　
　
壬
生
小
　
６
年
　
浄
土
芙
美
子

○
中
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
ち
ょ
っ
と
ま
て

　
　
ダ
フ
ン
ス
と
れ
て
る
？
そ
の
食
事
」

　
　
壬
生
中
　
３
年
　
小
林
紗
知
江

＊
優
秀
賞

　
．
南
犬
飼
中
　
士
年
　
中
川
　
歩

○
一
般
の
部

◆
優
秀
賞

　
　
「
ひ
と
汗
か
い
て
腹
八
分

　
　
み
ん
な
で
っ
く
ろ
う
長
寿
の
町
を
」

　
三
好
町

保
健
事
業
・

小
谷
野
芳
子

○
小
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
小
さ
な
手
で
さ
さ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
福
祉
」

　
　
壬
生
東
小
　
４
年
　
星
川
　
宏
貴

＊
優
秀
賞

　
　
安
塚
小
　
５
年
　
藤
田
　
煙
美

○
中
学
校
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
差
し
の
べ
よ
う

　
　
心
を
つ
な
ぐ
　
愛
の
手
を
」

　
　
壬
生
中
　
３
年
　
大
橋
　
愛
煙

＊
優
秀
賞

　
　
壬
生
中
　
３
年
篠
崎
　
梢

○
一
般
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
思
い
や
る

　
　
心
と
心
で
結
ぶ
　
福
祉
の
輪
」

　
　
安
塚
３
　
　
　
矢
内
幸
子

＊
優
秀
賞

　
　
今
　
　
井
　
　
　
　
中
村
　
ミ
イ

福
祉
功
労
者
表
彰

保
健
事
業
功
労
者
　
　
○
い
作
作
づ
一
い

師
’
お
も
ち
゛
心
ま
ち
）

４



ヽ-

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
場
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
と
し
て
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、

災
宵
待
の
緊
急
炊
き
出
し
の
実
演
、
車

い
ず
・
ア
イ
マ
ス
ク
等
の
体
験
、
盲
導

犬
と
の
ふ
れ
あ
い
や
点
字
の
し
お
り
作

成
コ
ー
ナ
ー
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
ま
で

往
復
５
ｈ
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
、
模
擬
店
、

来
年
行
わ
れ
る
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

の
ぱ
な
ぱ
な
メ
イ
ツ
の
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
屋
内
の
催
し
で
は
、
来
年
度
か
ら
始

ま
る
介
護
保
険
制
度
の
ビ
デ
オ
を
使
っ

た
紹
介
や
、
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
の

展
示
、
骨
密
度
や
体
脂
肪
、
動
脈
硬
化

指
数
を
測
定
す
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
始
終
長
い
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　
な
お
、
同
会
場
に
お
い
て
、
３
歳
見

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
母
と
子
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
大
越
清
子
さ
ん

朱
莉
ち
ゃ
ん
親
子
は
、
県
南
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
管
内
市
町
村
代
表
と
し
て
県

大
会
に
出
場
し
、
知
事
賞
を
受
賞
、
そ

し
て
本
県
代
表
と
し
て
中
央
審
査
に
進

ま
れ
ま
し
た
。

黙ﾚ尚
　　　　　゛｀り凡J7zβ〃ﾐ〃-
勣

⊃ﾝｸﾍﾟ

リ
大越さん親子

○
健
診
部
門

　
梁
高
　
伸
幸
（
歯
科
医
師
・
城
東
町
）

　
小
黒
　
正
枝
（
看
護
婦
・
至
宝
町
北
）

○
母
子
保
健
衛
生
部
門

　
桧
本
位
佐
美
（
至
宝
町
南
）

　
八
木
　
裕
子
（
六
美
町
北
部
）

○
廃
棄
物
部
門

　
上
通
町
自
治
会

　
　
福
祉
功
労
者

○
援
護
功
労
者

　
早
乙
女
定
男
（
泉
下
台
）

国
民
健
康
保
険
健
康

増
進
奨
励
事
業
表
彰

板
橋
　
延
蔵
（
星
の
宮
）

渡
辺
　
　
渡
（
下
台
団
地
）

宇
都
宮
克
生
こ
ハ
美
町
北
部
）

布
施
谷
　
學
（
六
美
町
北
居

鰹
沼
　
　
毅
（
鹿
島
）

小
菅
　
昭
作
呈
町
）

町
社
会
福
祉
協

議乃

会才

高
額
寄
付
者
表
彰

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
キ
リ
ス
ト
教
会

株
式
会
社
　
県
南
環
境

狽
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部

星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　
同
　
取
引
先
一
同

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
宇
井
　
俊
一
　
（
六
美
可
南
部
）

○
福
祉
団
体

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
友
楽
会

　
手
話
サ
ー
ク
ル
か
た
つ
む
り

　
福
祉
を
考
え
る
会

○
そ
の
他
（
施
設
職
員
・
し
も
つ
け
荘
）

　
亀
田
ト
ミ
子
・
只
見
　
保
子

　
長
渾
　
弘
子

○
感
謝
状
贈
呈

　
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
子
ア
イ
推
進
協
議
会

有
限
会
社
　
壬
生
衛
生
社

　
３
歳
見
よ
い
歯
の

　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

よ
い
歯
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
小
林
　
舞
香
（
下
表
町
）

◆
優
秀
賞

　
鈴
木
　
淳
斗
言
町
）

◆
優
良
賞

　
岩
下
　
里
穂
（
幸
町
言

　
軽
部
　
友
彬
（
万
町
）

　
大
沢
　
映
美
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

母
と
子
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
大
越
　
清
子
・
朱
荊
（
六
美
町
北
部
）

◆
優
秀
賞

　
畑
中
　
恵
子
・
真
希
（
緑
町
土

５
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(社)壬生町シルノト人材センター

式典であいさつ百る神永理事長

　
㈹
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
今
年
で
設
立
1
0
周
年
を
迎
え
、
そ
の

記
念
式
典
が
1
0
月
2
7
日
、
セ
ル
ヅ
ィ
ー

ル
平
安
開
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

参
加
待
っ
て
い
る
技
能
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
働
く
こ
と
で
、
生
き
が
い
を

高
め
、
健
康
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
社
会
参
加
を
希
望
す
る

高
齢
者
が
集
ま
り
、
平
成
元
年
1
0
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
設
立
当
初
は
、
会
員
6
8
犬
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
‥
‥
１
１
年
３
月
3
1
日

現
在
の
会
員
数
は
1
9
9
人
ま
で
増
加
し
、

加
大
宰
は
6
0
成
以
上
人
口
の
2
.
4
％
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
託
事
業
で
は
、
初
年
度
7
6

ヽ 一

件
か
ら
平
成
1
0
年
度
≒
０
０
７
件
と

増
加
、
そ
れ
に
伴
い
、
平
成
1
0
年
度
で

月
平
均
延
べ
１
。
２
４
７
人
が
就
業
、

就
業
実
人
員
も
全
会
員
の
う
ち
１
５
６

人
が
就
業
し
、
就
業
率
も
7
8
・
４
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
託
作
業
と
し
て
は
、
総
合

公
園
の
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
の
運
転
や
表

具
・
表
装
作
業
、
植
本
の
剪
定
作
業
、

一
般
事
務
、
筆
耕
・
毛
筆
賞
状
書
き
、

清
掃
・
除
草
作
業
、
農
作
業
補
助
、
福

祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
は
、
関
係
者
約
1
7
0
名
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
神
水
理
事
長
か
ら
フ
ン
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
の

重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
地
域
社
会
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
年
生

緑町1丁目

宇賀神　守

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足
1
0
周

年
を
迎
え
、
心
か
ら
の
お
祝
い
と
お
喜

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
９
年
１
１
１
１
月
1
5
日
定
年
退

職
を
迎
え
た
後
、
雇
用
促
進
事
業
団
栃

水
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
に
入

り
、
Ｏ
Ａ
会
計
実
務
科
の
訓
練
を
受
け
、

平
成
‥
１
１
年
１
月
1
4
日
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
日
早
速
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
き
、

係
の
人
に
卒
業
で
き
た
こ
と
を
報
告
し

礼
を
述
べ
、
話
を
し
ま
し
た
が
、
今
の

時
代
若
い
人
で
も
仕
事
が
な
い
と
き
な

諸
先
輩
方
の
お
陰
で

へ～゛

　下台団地

小花　泰

の
で
、
6
0
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
壬
生
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
行
く
よ
う

に
言
わ
れ
、
即
日
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
た
だ
今
人
材
セ
ン
タ
ー
ピ
カ
ピ

カ
の
１
年
生
で
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、

熟
年
の
先
輩
方
々
が
た
く
さ
ん
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
先
日
ラ
ジ
オ
で
聞
き

ま
し
た
今
年
の
大
検
の
合
格
最
高
年
齢

者
は
、
8
5
歳
の
会
社
社
長
で
し
た
。
そ

れ
で
大
学
に
行
く
の
で
す
か
と
の
質
問

に
、
大
学
に
は
行
か
ず
外
国
に
機
械
の
一

勉
強
に
行
く
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
賢
一

き
で
す
。

　
私
も
、
健
康
、
や
る
気
、
努
力
を
目

標
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

先
輩
方
々
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
1
0
周
年
を
迎
え
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
は
、
神
奈
川
県
に
往
ん
で
い
ま
し

て
、
４
年
程
前
に
壬
生
町
に
移
転
し
て

参
り
ま
し
た
。
羽
生
田
の
義
母
の
勧
め

で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と



会員の年齢別構成（平成lo年度）

設立
年齢区分 男 女 計 構成比(％)

60歳未満 １ ０ １ 0.5

60～64歳 31 ７ 38 19.1

65～69歳 37 26 63 31.7

70～74歳 23 34 57 28.6

75～79歳 17 15 32 16.1

80～84歳 ３ ４ ７ 3.5

85歳以上 １ ０ １ 0.5

合　計 ↓13 86 199 100

／ へ

二
し
ス
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
功
労
者
の
表
彰
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
清
水
町
長
、
川

女83炭

女60炭

女71炭

男85炭

男58歳

男67歳

　69歳

鍛高年齢

最低年齢

平均年齢

全体平均

職種別受託実績（平成lo年度）

島
議
長
、
蓮
官
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

式
典
終
了
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

で
、
1
0
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

区　　分 受注件数 延人員

技　術　群 １ 237

技　能　群 452 4,529

事務管理部 30 195

管　理　群 ３ 619

折衝外交群 ２ 253

軽作業群 514 8,910

サービス群 ５ 222

社会活動

福祉サービス ４ 221

その他のサービス １ １

そ　の　他

合　　　計 1,007 14,965

平
成
］
目
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
二
次
審
査
優
秀
賞
作
品

壬生中３年

箱森貴子さん

問合せ先(拐壬生町シルバー人材センター

　　　　　　　ＴＥＬ ８２－４６８２

　
明
る
い
選
挙
啓
発
運
動
の
一
環
と
し

て
、
全
国
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
「
第
5
1
回
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
生
か
ら
２
。
６
５
７

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
一
次
審
査

（
市
町
村
単
位
）
を
通
過
し
た
４
１
６

点
が
第
二
次
審
査
（
県
）
に
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
町
で
も
↓
６
７
点
に
の
ぼ
る
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
作

/ 心

な
り
、
早
く
も
３
年
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
な
り
に
第
二
の
人
生
の
俯
く
場

所
と
し
て
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
れ
る
場
と
し
て
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
。
初
年
か
ら
数
件
の
仕
事
が
あ

り
、
や
っ
ぱ
り
会
員
に
な
っ
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
俯
く
と
い
う
幸
せ

と
俯
け
る
と
い
う
幸
せ
が
一
緒
に
な
っ

て
、
毎
日
の
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
職
業
上
、
高
所
の
仕
事
が
多
い
の
で
、

安
全
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
仕
事
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
依
頼
を

受
け
て
仕
事
を
す
る
の
で
す
か
ら
、
い

作
品
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
ほ
か
、
人
選

に
７
点
、
佳
作
に
３
点
が
選
ば
れ
、
全

部
ご
１
１
点
が
人
賞
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
二
次
審
査
（
県
）

　
優
秀
賞
　
箱
森
　
貴
子
玉
串
３
年
）

入
　
選

　
　
タ

　
　
ク

　
　
タ

　
　
ク

　
　
ク

　
　
ク

鈴
水
嵩
俳
言
小
５
年
）

橋
本
　
尚
幸
（
藤
小
５
言

奥
村
哲
平
（
睦
小
４
年
）

神
水
絵
緒
里
福
小
４
年
）

神
水
　
淳
美

中
田
　
仁
美

古
谷
津
有
希

佳
　
作
　
中
村
　
智
美

クク

益
田
久
美
子

藤
田
　
　
梓

つ
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
気
持
ち

で
全
力
投
球
し
て
い
ま
す
。
仕
事
が
完

了
し
お
客
様
か
ら
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
と
言
わ
れ
た
時
は
疲
れ
も
忘
れ
て
し

ま
い
そ
う
で
す
。

　
毎
年
仕
事
の
件
数
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
事
務
局
を
は

じ
め
諸
先
輩
及
び
皆
様
方
の
ご
厚
情
の

た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
に
1
0
周
年
を
祝
し
ま
し
て
、

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
関
係
者
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会
入
選

火
栗
　
笑
子
　
　
（
東
小
４
年
）

鈴
木
　
優
希
　
（
稲
小
２
年
）

熊
倉
　
　
瞳
　
　
（
稲
小
５
年
）

荒
川
　
億
弓
　
壬
申
３
年
）

落
合
　
淑
恵
　
　
（
火
中
２
年
）

第
一
次
審
査
（
町
）
入
選

山
崎
恵
里
子
　
壬
小
５
年
）

篠
原
　
千
知
　
（
羽
小
２
年
）

皆
川
　
ま
り
　
（
安
小
３
年
）

冨
山
　
仁
美
　
（
安
小
６
年
）

片
山
ま
す
み
　
（
壬
申
３
年
）

杢
旦
　
絢
子
　
釜
中
３
年
）

幸
村
　
友
子
　
（
火
申
３
年
）

安
達
　
千
尋
　
（
火
中
３
年
）

粂
川
玲
衣
香
　
（
火
申
３
年
）

７



　
町
で
は
、
４
月
か
ら
新
た
に
「
資
源

ご
み
」
の
収
集
を
始
め
、
４
月
～
９
月

ま
で
の
半
年
間
で
、
約
７
２
６
ト
ン
を

収
集
し
、
昨
年
度
ま
で
「
も
え
る
ご
み
」

と
し
て
焼
却
し
て
い
た
も
の
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
「
資
源
ご
み
」
の
分
別

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
、

「
資
源
ご
み
」
の
収
東
口
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
新
聞
紙
、
雑
誌
は
、
十
文
字
に
結
束

　
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
紙
の
容
器
類

　
は
、
聞
い
て
か
ら
十
文
字
に
結
束
し

　
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
布
類
は
、
ひ
も
で
き
ち
ん
と
結
束
す

　
る
か
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
紙
パ
ッ
ク
は
、
開
い
て
よ
く
洗
い
乾

　
燥
さ
せ
結
束
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ

　
ペ
ル
を
は
ず
し
、
か
る
く
水
洗
い
を

　
し
て
つ
ぶ
し
て
か
ら
ポ
リ
袋
等
に
入

　
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
う
ち
食
品
容
器
、

　
ト
レ
ー
は
、
よ
く
洗
い
乾
燥
さ
せ
、

　
透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
大
き
い
も
の
は
、
結

　
束
し
て
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ふ
と
ん
な
ど
の
寝
具
類
は
、
「
資
源

　
ご
み
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
も
え

　
な
い
ご
み
」
の
収
集
日
に
、
「
も
え

　
な
い
ご
み
」
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
�
8
2
‐
C
y
）
9
（
N
9

ル
資
源
に

集
に
ご
協
力
を

(単位:kg)月別・品目別収集状況

月 新聞紙 雑　誌 ダンボづレ 甘Lパック 布　類 貼ｽﾁﾛづﾚ ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 計
４ 42,250 46,340 15,540 940 4ﾕ60 917 1,710 且1,857

５ 45,040 44,760 18,890 880 5,300 1,846 1,690 且1,406

６ 47,660 38,030 18,680 710 5,930 1,600 2,640 115,250

７ 64,270 36,710 22,620 800 3,560 1,280 1,680 130,920

８ 57,320 39,120 25,370 960 4,0↓0 933 3,620 131,333

９ 54,940 36,430 21,610 690 2,090 664 2,140 且8,564

計 311,480 241,390 122,7↓0 4,980 25,050 7,240 13,480 726,330

　
来
年
９
月
９
日
～
‥
‥
１
１
月
５
日
ま
で
開

催
さ
れ
る
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち

ぎ
フ
ェ
ア
の
前
売
り
入
場
券
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
前
売
券
は
、
割
安
な
だ
け

で
な
く
、
海
外
旅
行
や
豪
華
景
品
が
当

た
る
な
ど
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

前
売
り
券
取
扱
所

・
壬
生
町
役
場
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室

　
（
都
市
計
画
課
内
）
・
南
犬
飼
出
張
所

・
稲
葉
出
張
所
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

・
中
央
公
民
館
・
生
涯
学
習
館

　
早
め
が
お
得
で
す
お
楽
し
み
抽
選
会

　
第
１
回
抽
選
会
に
は
ず
れ
て
も
第
２

回
抽
選
会
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

　
入
場
券
に
つ
い
て
い
る
応
募
マ
ー
ク

愉4き全国都市緑化とちきﾌｪｱ

　前売入場券発売中／

､ -

を
切
り
取
り
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
貼
っ
て
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
左
記
の
あ
て
先
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
３
２
０
－
８
５
０
ｌ

宇
都
宮
市
塙
田
ｌ
ｊ
ｌ
－
2
0

　
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局
『
お
楽
し
み
抽

選
会
』
係

　
�
０
２
８
－
６
２
３
－
３
６
８
只
）

応
募
締
切
日

　
第
１
回
締
切
／
平
成
1
2
年
５
月
1
5
日

　
第
２
回
締
切
／
平
成
1
2
年
９
月
８
日

当
選
発
表

　
厳
正
な
る
抽
選
の
あ
と
、
事
務
局
か

ら
連
絡
し
ま
す

普通入場券 全期間入場券

（パスポート）前売券 当日券

犬　　人 1,200円 1,500円 2,500円

シルバー 600円 800円 1,300円

高校生 600円 800円 1,300円

小中生 400円 500円 1,300円

・チケットは１枚でみぶ・うつのみや両会場へ入

　場できます

・全期間入場券は前売・当日共通です

・シルバーは70歳以上の方が対象となります

・学校行事による団体入場・身体障害者手帳等の保

　持者と介護者１名・未就学児は無料となります

８



疆E》

緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　来年開かれる全国都市緑化フェアの

ＰＲと緑化推進を兼ね、ガーデニング

教室が町総合運動場駐車場で聞かれま

した。

儡D
益
金
の
一
部
を

　
　
社
会
福
祉
へ

星の宮カントリー倶楽部で、「社会福

町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
大
会

Ｆ
Ｏ
歩
Ｉ
ム

中
込

簑涼

Ｃ

ピ
ぶ

兄

ス

J-

ポ
㎜

え犬

第
４
位
　
み
ぶ
夕
顔
ブ
ロ
ッ
コ
リ
し
ス

　
　
　
　
Ｓ
．
Ｃ

　
　
　
　
［
代
表
　
石
川
正
嗇
］
　
宇
都
言

Ｍ
Ｖ
Ｐ
　
森
藤
雄
樹
（
壬
生
Ｆ
Ｃ
）

優勝した壬生ＦＣチーム

第
３
位

（
代
表
　
船
生
清
隆
　
安
塚
）

Ｆ
Ｃ
４
６

（
代
表
　
津
幡
和
宏
　
至
宝
）

準
優
勝

（
代
表
　
鈴
水
利
寿

Ｆ
．
Ｃ
．
ピ
ッ
コ
ロ

中
泉
）

　
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
1
0

月
６
～
８
日
、
1
2
日
の
４
日
間
、
1
1
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
、
町
総
合
運
動
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
壬
生
Ｆ
Ｃ

今とちぎに国会をがISI’

祉チャリティーゴルフコンベ」が開か　＿　　　　つ匹｡ぃ､……

れ、益金の一部が町社会福祉協議会へ　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥　。……………

寄付されました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥　　　　　　　　　　　‥　‥‥‥‥‥.……･‘ﾚj…………(1一言息に記･j……‘lij.j.:;jj jj　l

　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　●|■■■■　■■■■■j････ .■･ ･. ｜

?|
幽幽幽幽幽幽ｉ

六

美
町
敬

老
の

集
い

●那須地域の紹介

今回は産業の面から、那須地域の特徴である農業と観光についてご紹介します。

○農業　１戸当たりの耕地面積が県平均の約1.3倍と大規模な農業経営が見られます。

　　　　稲作が盛んで、農業粗生産額のうち米が４割を占めており、品質にも定評が

　　　　あります。県北コシヒカリは、日本穀物検定協会による食味ランキングでも、

　　　　最高クラス「特Ａ」に過去10年間で５回入っています。

　　　　畜産も盛んであり、全国でも３位の生産額を誇る本県の乳用牛のうち、７割

　　　　が那須地域で生産されています。

　敬老の集いが六美会館で開かれ、当　　O観先

口は、六美町地内の75歳以上のお年寄

りたちが出席、落語や民謡、歌謡ショー

等を楽しみました。

９

那須地域は、那須高原・塩原温泉など、全国でも有数のリソート地。那珂川

の清流・公営の温泉（那須地域全市町村にあります）や多くのテーマパーク

もあり、様々な観光資源に恵まれています。ゴルフ場やレジャー施設も多く、

滞在型の観光客が多く訪れます。

◆問合せ　企画調整課　国会等移転対策室　TEL 028-623-2208



児童養育家庭
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
養
育
家
庭
へ
の

支
援
と
し
て
、
児
童
手
当
、
遺
児
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
町
長
生
郡
福
祉
課
で
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
付
は
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前

８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
さ
ら

に
特
例
給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
1
0
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
1
0
年
分

の
所
得
顔
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除

し
た
額
に
な
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

　
第
一
手
　
　
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
二
子
　
　
　
　
　
５
。
０
０
０
円

　
第
三
子
以
降
　
　
士
０
。
０
０
０
円

　
支
給
月

６
月
、
1
0
月
、
２
月

　　　平成11年度

児童手当所得制限限度額表

扶養家族

等の人数

　　児童手当

(国民年金加入者)

　　特例給付

(厚生年金等加入者)

所竹川（円） 所得額（円）

Ｏ人 1,700,000 3,610,000

１人 2,080,000 3,990,000

２人 2,460,000 4,370,000

３人 2,840,000 4,750,000

４人 3,220,000 5,８0,000

５人 3,600,000 5,510,000

遺
児
手
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額

　
児
童
一
人
あ
た
り
　
３
。
０
０
０
円

　
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
1
8
歳
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ
っ

て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
支
　
１
０

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
手
当
月
額

　
児
童
一
人
　
　
　
４
２
。
３
７
０
円

　
児
童
二
人
　
　
　
４
７
。
３
７
０
円

　
児
童
三
人
以
降
３
。
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
山
Ｌ
は
、
士
４
。
０
２
０

　
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
障
害
（
上
級
・
２
級
）
の
あ

る
児
童
（
2
0
晟
未
満
）
を
養
育
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
悪

　
１
級
該
当
　
　
　
５
１
。
５
５
０
円

　
２
級
該
当
　
　
　
３
４
。
３
３
０
円

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
1
月

　
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
、
所
得
制
限

な
ど
、
詳
し
く
は
、
町
民
生
節
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
�
8
1
－
士
８
３
士
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報

-

サ
今
ｙ
リ
ー
マ
。
ン
む
…
年
末
調
整

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
↓
年
間
の
合
計
額
は
、
１
年

間
の
給
与
総
額
に
対
し
て
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
税
額
（
年
税
額
）
と
は
一

致
し
な
い
の
が
通
常
で
す
。

　
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
次
の
３

つ
の
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
結
婚
、
出
産
、
就
職
な
ど
の
た
め
年

回聊爾一
　　回ｍ祠７

　
の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
に
異
動
が

　
あ
っ
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
各
月
の

　
源
泉
徴
収
税
額
を
修
正
し
な
い
こ
と

②
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料
控

　
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
は
、
毎

　
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
源
泉
徴
収

　
の
と
き
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

③
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
適
用
さ

　
れ
る
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額

　
表
」
は
、
各
月
の
給
与
の
額
が
変
わ

　
ら
な
い
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い

　
ま
す
が
、
実
際
は
年
の
中
途
で
給
与

　
の
順
に
変
動
が
あ
る
こ
と

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
、

そ
の
年
そ
れ
ま
で
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
合
計
額
と
、
１
年
間
の
給
与

総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
の
過
不
足
額

の
精
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
精

算
手
続
き
は
、
通
常
年
末
に
行
わ
れ
ま

(ｻﾞ)

残されたご家族をお守りします

　　遺族基礎年金

-

す
の
で
「
年
末
調
整
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
、
所

得
税
が
納
め
す
ぎ
の
場
合
に
は
還
付
さ

れ
、
不
足
の
場
合
に
は
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納
税
を
完
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
確
定
申

告
に
代
わ
る
大
切
な
手
続
き
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

〔
確
定
申
告
を
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
〕

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
給
与
の
収
入
金
額
が
、
２
千

　遺族基礎年金とは、国民年金に加入している

方または加入していた方が死亡したときにそ

の方に生計を維持されていた子のある妻または

千に支給されます。

　《受給要件》

　次のいずれかに該当する方が死亡したときに

受けられます。

①国民年金に加入している入

②国民年金に加入していた60歳以上65歳未満で、

　[1本国内に住所のある人

③老齢基礎年金を受けている入

①老齢基礎年金の受給資格期間(納付・免除合

　わせて25年)を満たしている人

ただし、①・②に該当する方は

｢呂死亡月の前々月までの加入期間のうち、保険

料を納めた期間と免除を受けた期間を合わせた

期間が、３分の２以上あることが必要です。

※死亡[]が平成18年４月↓EI前の場合は、死亡

　月の前々月までの１年間に保険料の未納がな

　ければ受けられます。

《受けられる遺族》

(妻)について

　　18歳になる年の年度未までの子、または20

　　歳未満で障害の状態が１級・２撒の子と生

　　計を同じくしている妻

(子)について

　］8歳になる年の年度未までの子、または20

　　歳未満で障害の状態が１級・２級の子

《年金額》

　妻が受けるとき

万
円
を
超
え
る
場
合
、
給
与
を
Ｉ
か
所

か
ら
受
け
て
い
る
人
で
給
与
所
得
お
よ

び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
2
0
万
円
を
超
え
る
場
合
、
い
わ
ゆ

る
災
害
減
免
法
規
定
に
よ
り
源
泉
所
得

税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け
て
い
る

場
合
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
‥
‥
１
１
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
期
間
は
、
平
成
1
2
年
２
月
1
6
日

（
水
）
か
ら
３
月
1
5
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
お
近
く
の
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
梅
本
税
務
署
　
萱
2
2
１
０
８
８
５

子の数 基本額 加算額 合　計

↓人 804,200 231,400 1,035,600

２人 804,200 462,800 1,267,000

３人 804,200 539,900 1,344,100

子が受けるとき

子の数 基本額 加算額 合　計

１人 804,200 - 804,200

２人 804,200 231,400 1,035,600

３人 804,200 308,500 1,↓12,700

　　　　　　　　　　　　　　　平成Ｈ年度額

※それぞれ３人目からは１人につき77,100円が

　加算されます。

１１



地球環境は

私達の足下から.

壬生町消費者友の会

犬

｀
＼
ル
八
七
い
ノ
ノ
／
Ｉ
＼

　
壬
生
町
消
費
老
友
の
会
（
栗
原
芳
子

会
長
）
は
、
昭
和
5
3
年
に
設
立
。
会
員

は
1
6
7
名
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
消
費

者
問
題
、
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、
生

活
の
安
定
と
向
上
を
目
指
し
「
真
の
心

の
豊
か
さ
」
を
求
め
、
勉
強
し
活
勤
し

て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
相
談

　
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と

き
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

-

川　　　・

乙¬
竺社公人（No｡2）

宍石橋地区消防組合壬生分署

鯉沼　崇さん
を
業
務

と
す
る
石
橋
地
区
消
防
組
合
は
、
石
橋

町
、
壬
生
町
、
上
三
川
町
、
国
分
寺
町
、

南
河
内
町
の
５
つ
の
町
で
構
成
し
、
昭

和
4
5
年
に
設
立
さ
れ
、
2
9
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
４
万
町
民
の
壬
生
町
を
管
轄

し
て
い
る
壬
生
分
署
に
、
今
年
の
1
0
月

1
3
日
に
高
規
格
救
急
自
動
車
と
救
急
救

今
上
を
配
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
高
度

　
今
年
度
の
主
な
行
事

①
友
の
会
地
区
代
表
者
交
流
会
に
お
い

て
、
事
務
局
よ
り
幅
広
い
有
意
義
な

「
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
」
　
の
講
話
を

受
け
、
そ
の
後
、
交
流
会
。
常
に
会
員

同
志
の
横
の
連
絡
を
密
に
し
、
会
員
の

声
を
反
映
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

②
最
新
式
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
環
境
セ
ン

タ
ー
の
見
学
。

　
ご
み
を
減
ら
し
一
層
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
発
生
を
少
な
く
す
る
た
め
の
分
別
の

徹
底
、
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
等
の
重
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。

③
介
護
保
険
制
度
講
習
会

な
救
急
医
療
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
た
め
に
、

止
血
法
、
心
臓
蘇
生
法
な
ど
の
普
通
救

命
講
習
会
を
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
壬
生
分
署
に
勤
務
す
る

鰹
沼
崇
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
下
稲
葉

生
れ
の
3
1
歳
（
花
嫁
募
集
中
！
）

　
町
の
推
進
室
か
ら
講
師
を
お
願
い
し
、

分
か
り
や
す
い
説
明
に
、
真
剣
に
受
講

し
ま
し
た
。

④
家
庭
共
（
救
）
育
学
級
に
参
加

　
南
犬
飼
中
学
校
家
庭
共
育
学
級
に
招

か
れ
、
ご
み
減
量
化
や
水
を
き
れ
い
に

無
駄
な
く
住
う
環
境
問
題
に
付
随
し
た

「
小
物
つ
く
り
」
の
実
習
を
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

⑤
消
費
生
活
展

　
町
の
公
民
館
ま
つ
り
と
同
時
開
催
で

環
境
問
題
等
を
パ
ネ
ル
な
ど
で
分
か
り

や
す
く
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
包
装
紙
で
作
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

べ J

　
平
成
元
年
４
月
石
橋
地
区
消
防
組
合
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

に
奉
職
し
、
現
在
、
壬
生
分
署
警
防
隊

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
業
務
に
対
す
る

姿
勢
は
常
に
実
直
で
研
究
心
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ

る
消
防
官
で
す
。

　
ま
た
今
年
1
0
月
に
は
、
市
町
村
球
技

大
会
に
お
い
て
「
野
球
」
の
部
に
出
場

し
、
県
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
私
生
活
で
は
、
絵
画
観
賞
を

趣
味
と
し
、
自
ら
筆
を
取
る
な
ど
文
化

的
な
面
で
も
才
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
防
火
指
導
、
庁
舎
見
学
等
で

見
か
け
た
と
き
に
は
、
鰹
沼
さ
ん
に
一

声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
者
　
野
原

ン
フ
ラ
ワ
ー
や
、
洗
剤
の
い
ら
な
い
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
の
編
み
方
等
の
実
習
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
大
勢
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
生
活
用
品
は
再
生
紙
や
詰

め
替
九
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
生
活
展

に
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



と
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て
お
き
の
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日
本
古
来
の
唄
を
唄
い
継
ぎ
た
い
　
悠
一

釜
ケ
渕
　
出
井
喜
好
さ
ん

　
今
か
ら
2
5
～
６
年
前
の
民
謡
ブ
ー
ー
ム

の
時
、
地
元
で
愛
好
会
を
作
っ
て
民
謡

を
始
め
た
出
井
さ
ん
は
、
現
在
、
農
業

の
か
た
わ
ら
、
日
本
郷
土
民
謡
協
会
に

所
属
し
公
認
教
師
と
し
て
、
町
内
は
も

と
よ
り
栃
木
市
や
都
賀
町
な
ど
５
か
所

で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
民
謡
の
全
国
大
会
で
は
、
過
去
７
回

優
勝
し
、
県
内
の
大
会
で
も
優
勝
し
て
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
や
楯
な
ど
教
え
き
れ
な
い

ほ
ど
で
す
。

　
代
表
的
な
唄
で
は
「
日
光
山
唄
」
や

「
足
尾
石
刀
節
」
「
篠
山
水
挽
き
唄
」
な

ど
で
す
が
、
1
0
年
か
か
っ
て
も
自
分
で

満
足
す
る
唄
は
う
た
え
な
い
そ
う
で
、

毎
日
稽
古
を
欠
か
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
唄
を
う
た
っ
て
い
る
と
、
お
腹
の
中

か
ら
声
を
出
し
、
喉
を
使
う
の
で
風
邪

を
ひ
か
な
く
な
っ
た
し
、
礼
儀
作
法
な

ど
も
身
に
付
き
ま
す
。

　
教
え
て
い
る
お
弟
子
さ
ん
の
中
に
は
、

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
小
学
４
年
生
の

子
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
民
謡
の
よ
う
な
日
本
古
来
の
唄
を
眼

い
継
ぎ
、
ま
た
三
味
線
や
尺
八
な
ど
に

も
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
若
い
人

た
ち
に
も
っ
と
参
加
し
て
ほ
し
い
。
で

き
れ
ば
学
校
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
、
民

謡
を
取
り
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
、
力
に

な
り
た
い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

数えきれないトロフィーに

かこまれて

１

丈芸
文化祭入賞作品

風

景
　
画

短
　
　
歌

’ ／

南犬飼中３年

　朝日　美貴

三
日
留
守
の
間
に
死
ん
で
し
ま
い
た
り

連
続
ド
ラ
マ
の
男
が
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

亡
き
人
の
歳
ま
で
生
き
て
し
み
じ
み
と

老
い
ゆ
く
こ
と
の
淋
し
さ
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
ノ
リ

飯
粒
を
と
っ
さ
に
拾
い
食
べ
る
く
せ

子
ら
よ
笑
う
な
習
性
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
壮

●ソ

11!Si'ii;j･

ド

南犬飼中３年

　こうむら　幸村友子

風　景　画

昼
寝
子
の
額
の
汗
を
拭
き
や
れ
ば

乳
首
吸
う
ご
と
口
を
う
ご
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

　
　
俳
　
句

や
そ
じ
　
　
き
や
は
ん

八
十
路
な
る
脚
半
き
り
り
と
根
手
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

山
寺
や
僧
衣
に
つ
け
し
赤
い
羽
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

犬
正
に
生
れ
落
穂
を
拾
う
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

夏
草
や
脚
を
た
た
み
て
牧
の
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ



心 - ・

ﾍｰ-‘

オ
リ

ｙ
ピ
ッ
ク
出
場
権
獲
得
を
報
告

壬
生
丁
出
身
の
工
藤
選
手

参ちのわだい

中
央
が
工
藤
選
手

　野球のシドニーオリンピック出場権獲得と準優勝の報告

に、壬生丁出身の工藤賢二選手が９月30日、町長室を訪れ

ました。

　工藤選手は、壬生来小、壬生中、葛生高、駒汗犬、東芝

と進み、二塁手として、韓国で行われたオリンピックアジ

ア一次予選で、フィリピン戦、台湾戦、決勝リーグでは、

台湾戦、中国戦、韓国戦に出場し活躍しました。

　来年のオリンピックには、これからプロとアマチュアで

キャンプをして、35大のなかから代表24大が選ばれること

になっているそうです。

壬
生
高
生
の
協
力
で
運
営
も
ス
ム
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
小
運
動
会
で
）

　　壬生高生と藤井小児童が交流

　県立壬生高校では、今年度から地元の藤井小といろいろ

な事業を通して交流を始めました。

　壬生高校には、町内はもとより町外からも大勢の生徒が

通学していますが、地域とのつながり・ふれあう場がなく、

何かできないかと検討していました。そこで、田島壬生高

校長が地元の小学生と交流しようと、石川藤井小校長に話

をもちかけ、実現しました。

　手始めに、９月９日壬生高生か藤井小に出向き、給食台

で交流したほか、９月18[]には、壬生高生か藤井小の運動

会の運営に協力しました。また、９月25[1には、藤井小の

児童が、壬生高の学校祭のオープニングで干瓢音頭を披露、

児童たちも、高校生のお兄さんやお姉さんたちと交流する

ことで、高校生に対するイメージが良くなり、石川校長は、

にれからはもっと積極的に交流を続けていきたい｣と話

しています。

式
典
で
あ
い
さ
つ
↓
９
る
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　　　　羽生田小が独立叙尨周年

　　　　　　記念式典開かれる

　　羽生田小学校は

、

今年独立50周年を迎え

、

その記念式

　典が10月16日開催されました

。

　　羽生田小は

、

昭和24年４月に稲葉村立羽生田小学校と

　して独立

、

29年11月に

、

町村合併により壬生町立羽生田

　小学校となりました

。

　　児童数は現在71名と

、

独立当初の約４分の１まで減少

　していますが

、

平成６年にはＮＨＫ総合テレビで全校合

　奏の取組が放送されたほか

、

平成８年には国会議事堂参

、

議院講堂で全校合奏を披露するなど

、

小規復校の特色を

生かした活動を続けています

。

　　式典では

、

渡部校長の式辞に続いて

、

篠原実施委員長

　の挨拶などがありました

。

また

、

式終了後

、

全校児童が

　合奏を披露したほか

、

らくりん座による公演が行われま

　した

。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら

防
犯
に
つ
い
て
学
ぶ

　町総合安全会、町防犯組合連絡協議会、栃木警察署、

町ゲートボール協会共催の地域安全ゲートボール大会が

10月19日、町総合運動場で開催されました。

　お年寄りに防犯意識を高めてもらうのがねらいで、ゲー

トボール競技の合間に栃木警察署の深潭生活安全課長

から少年非行の防止や覚醒剤撲滅、悪質商法の披害にあ

わないための心構え等の講話があり、参加したお年寄り

たちは、スポーツを楽しみながら、防犯について学びま

した。

○大会結果

　優勝　北小林、準優勝　七ツ石、３位　安塚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４



明
日
の
農
業
経
営
に
プ
ラ
ス

坂
田
さ
ん
・
中
村
さ
ん
海
外
研
修

左から２番目坂田さん、３番目中村さん

　明日の栃木県農業を担う青年及び女性が、海外農業事情

や生活等の実態を研修し、農業の資質向上と国際的経営感

覚を学ぶことを目的とした、栃木県青年・女性農業者海外

研修が↓朗18EIから29ﾄﾞはでの12[]間行われ、壬生町から

は、青少年クラブの坂田加世さん、中村肇さんが派遣され

ました。

　研修先は、アメリカ合衆国のインデアナポリスやシカゴ、

サクラメントシティ等で、州農務省や穀物・畜産農家等を

訪問いまだファームスティで農家生活を体験しました。

大会結束を報告（町長室で）

悶
と
も
に
上
位
入
賞

　自動車の運転技術と交通ルールの知識の向上を図る第20

回栃木地区女性ドライバー・第３回梅本地区シルバードラ

イバー安全運転競技大会が、８月30日、栃木自動車教習所

で行われました。

　競技には、栃木地区の１市４町から女性の部12チーム、

シルバーの部９チームが参加、壬生町からも３チームが出

場し、個人、団体ともに上位入賞を果たしました。成績は

次の通りです。

＜団体・女性ドライバーの部＞、

３　位　壬生町女性ドライバークラブＢ

　　　　柏崎公子・吉田サク江

＜団体・シルバーの部＞

優　勝　壬生町シルバードライバークラブ

　　　　田中作蔵・竜田和昭

引固太一シルバーの部＞

優　勝　竜田和昭（壬生）

準優勝　田中作蔵（壬生）

　なお、個人・シルバーの部優勝、準優勝者は９月29日に

行われた第３回栃木県シルバードライバー安全運転競技大

会に出場、竜田和昭さんが見事５位に人賞しました。

１５

壬生分署に高規格救急車導入

　底意趙置がよ■早ぐ

高
度
な
応
急
処
置
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　石橋地区消防組合の壬生分署でこれまでの救急自動車

にかわって高度医療器材の装備が備わった高規格救急自

動車が配置され、ｎ月13[]から運用が開始されました。

　今までの救急自動車は、傷病者を搬送する業務のみだっ

たのに対し、この高規格救急自動車には、救急救命上が

乗り込み、心電図の波形を病院に送信したり、電気ショッ

クで正常に戻すための装置を使う医療行為や、器具を使っ

た気道の確保、点滴などの輸波路を確保する行為等、傷

病者に対して、早期に高度な応急処置がとれるようにな

りました。

E;………j,,｡ﾕ__｡,__｡,J｡｡…………
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壬
生
は
に
わ
会
に
功
労
賃

下
都
賀
地
区
生
涯
学
習
振
興
大
会
で

-

　第８回下都賀地区生涯学習振興犬会が↓問６［に壬生

中央公民館犬ホ犬ﾚで開かれ、その席上、本町のみぶは

にわ会（人見治男代表）が、下都賀地区生涯学習功労賞

を受賞しました。

　壬生はにわ会は、町歴史民俗資料館友の会の部会で、

平成５年５月に↓7名で発足、月１回の定例会や研修を重

ねながら事業を展開しています。

　特に平成９年度から、管内中学校で「繩文上器づく

り」をテーマとする選択社会科で、会員自らが教壇に立

ち指導・助言をし、先生や生徒から好評を得ています。

　また、保育園や公民館をはじめ他市町の博物館からも

講師依頼を受け「まちづくり、人づくり」に貢献、これ

らのことが認められ、この度の受賞となったものです。



１６

-
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町職員給与等について
一 一 -

！　壬生町の職員の給与は、その職務と責任に応じて、国や他の地方公共団体や、民間企業の給与などの実情を

｜考慮し、議会の議決を経て条例で定められていますが、そのあらましについてお知らせします。

∩）人件費の状況（平成10年度普通会計決算見込み）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二歳皿（ハ）

(％)

.17｡77 .‥.

ご

･･･.

1

二人件費（Ｂ）

人件費率（Ｂ／Ａ）

12,677,477千円

2,253,269千円

17.8％

壬生町の人口　！　　実質収支
　H11.3.31　　！

平成９年度

　人件費

39,668人　　！　344,435千円 19.6％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

（２）職員給与費の状況（平成↓↓年度普通会計予算）

　　　　　　　　　　　　二給　料

　　61.88　　　29.86　　　　　[]]]]]職員手当J

ヽ

]二字

（３）職員の平均給料月額と平均年齢

1,069,710千円

　142,756千円

　516,165千円

1,728,631千円

(平成11年４月１日現在)

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 336,400円 40.1歳

技能労務職 246,400円 49.2歳

（４）一般行紋織の級別職員数

（注）１ 職員手当には退職手当

を含みません。

２給与費は、jl初予算計上

　釦です。

（注）１一般行欣哉とは、事務職員と

　　　　技術職員等です。

　　　２技能労務職員とは、自動車運転手

　　　　用務員及び調理員等です。

(平成11年４月１日現在)

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な

職務内容
主　事 生　事 主　任 主　査

係　　長

主席主査

主　　査

課長補佐

副主幹

諜　長
生　幹

部　長
参　事
課　長∧

職員数 ３人 15人 討入 15人 65人 21人 34人 18人 212人

構成比 1.4％ 7.1％ 19.3％ 7.1％ 30.7％ 9.9％ 16.0％ 8.5％ 100％

（５）職員の初任給
(平成11年４月１目現在)

区　　　　分 支　給　額

一般行政職
大学卒 174,200円

高校卒 146,300円

技能労務職 中学卒 123,000円

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

（注）一般行政戦には行政戦給料表

　　が、技能労務戦には技能労務

　　戦給料表が適用され、異なっ

　　た給与体系になっています。

(平成11年４月１日現在)

区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 284,700円 344,900円 376,900円

高校卒 230,400円 301,300円 344,900円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。



（７）扶養・住居・通勤手当
（ず成11年４月１目）

区　　　分 支　給　額

扶養手当

　個額）

配　偶　者 16,000円

第２子まで 5,500円

そ　の　他 2,000円

16歳から22歳の千生人につき5,000円加算

住居手当

　(月額)

借　　　家 27,000円以内

待　　家 2,500円

通勤手当

　(月額)

交通機関 運賃相当額

交通用具 2,000円から
全額支給限度額 50,000円

（10）期末・勤勉手当
(賞与)

平成10年度

支給割合
期　末 勤　勉

６　月　期 L6月分 0.6月分

12　月　期 1.9月分 0.6月分

３　月　期 0.55月分 -

計 4.05月分 1.2月分
（注）１職制上の階段、職務の級等による

　　　　加算措置有り

　　　２支給割合は国と同じです。

け2）特別職の報酬等

（８）昇給期間の短縮状況
(平成10年度)

区　　分 職員数(A) 昇給期間短縮者数(B) 比率(B誘)

一般行政職 215人 27人 12.6％

技能労務職 57人 1↓.人 19.3％

合　　　計 272人 38人 14.0％

（９）特殊勤務・時間外勤務手当
(平成10年度・決算見込み)

特殊勤務手当 時間外勤務手当

職員全体に占める手当

支給職員の割合
10.4％ 支給総額 55,309千円

支給対象職員１人当た

り平均支給年額
73千円 職員１人当たり

支給年額
257千円

手当の種類(手当数) 11

巾）退職手当
(平成11年４月１日現在)

区　　分　｜　自己都合 定　　年

支

給

率

勤続20年｜　　江O月分 28.875月分

勤続25年1　33石月分 44.55月分

勤続35年1　　47.5月分 62.7月分

最高限度1　　60.0月分 62.7月分

そ　の　他　の　　　　定年前早期退職特別措置

加算措置　

|　　　

（2％～20％加算）

（注）支給割合は国と同じです

(平成ｎ年1朗１日現在)

区　　分 町　長 助　役 収入役 議　長 副議長 議　員

報酬等月額 850,000円 700,000円 665,000円 400,000円 335,000円 300,000円

期末手当 平成10年度支給割合5.25月分 平成10年度支給割合4.05月分

町職員定員管理等について
∩）部門別職員数の状況（各年４月士日現在）

区　　　分 職　員　数（人） 対前年比増減数（人）

部　　　門 平成9年 平成10年 平成11年 平成9年 平成10年 平成11年

･Ｊ

般

行

政

部

門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働
農林水産

商　　工

土　　木

　3

54

15

59

24

　2

14

　6

37

　3

55

15

60

24

　2

14

　6

36

　3

53

16

63

21

　1

14

　5

35

－

　2
－

△1

△3
－

－

－

△2

一
　１

－

　１

一

一
一

一
△１

　－

△2

　1

　3

△3

△1
　－

△1

△1

小　　計 214 215 211 △4 １ △4

特紋
別昌
行門

教　　育

警　　察

64

－

64

－

66

－

△2

－

一

一

　２

－

小　　計 64 64 66 △2 - ２

普通会計計 278 279 277 △6 １ △2

公合
縁

ド

病　　院

本　　道
下水道

その他

－ｎ

ｎ

　９

一

11

10

　8

－

11

　9

　8

一

一

△1
－

－

－

△1

△1

一

一

△1
－

小　　計 31 29 28 △1 △2 △1

合　　　　計 309 308 305 △7 △1 △3

１７

（注）職員数は一般職に属する職員数で、休職者及び派遣職員など
　　　を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

（２）平成11年の職員数の増減状況

部　門 増員数減員数差引 主　な　増　減　理　由

・－

般

行

政

部

門

議　会

総務企画

税　務

民　生

衛　生

労　働

農林水産

商　工

土　木

１

１

６

１

２

３

３

４

１

１

３

△2

　1

　3

△3

△1

△1

△1

事務統廃合

介護保険制度事務

介護保険推進室の設置

不燃物処理業務の民間委託

勤労青少年ホームの欠員不補充

派遣職員の減員

緑化フェア開催準備業務増等及び事務事業の統廃合

特紋
別郡
行門

教　育

警　察

３ １ ２ 調現員の補充

能

楽門

病　院

水　道

下水道

その他

１ △1 欠員不補充等

ヽ 一 一

-
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付
◆社会福祉協議会へ

　　　　　　○数字は寄付回数）

しやぽん壬生店様③　　　３千円

㈲渡辺寝装様⑦　　　　　３千円

気功とダンスを楽しむ会様⑩５千円

闘将優本店様④　５万９千431円

ダンス木曜今様⑩　　　　５千円

六美今様②　　　　　３万５千円

壬生町陶芸クラブ様⑩　　１万円

日光彫　壬彫会様⑩　　　１万円

日本赤十字社壬生町分区奉仕団様⑦

　　　　　　　　　　　　　４千円

壬生町婦人会様⑩　　　　１万円

壬生町消費老友の会様⑩　５千円

星の宮C.Cチャリティゴルフ会様②

　　　　　　　　　12万３千550円

丸出演様①　　　　　　　５千円

壬生町民生委員協議会様⑩

　　　　　　　　　３万９千146円

壬生町老人クラブ連合会様⑤

　　　　　　　　　　　３万５千円

壬生町ひまわり今様⑩　　３千円

㈱ケイ・エル・エス様①　５千円

呉羽合繊㈱様①　　　　　５千円

墨絵クラブ様⑤　　　　　１万円

㈲いずみ書房様③　　　　１万円

㈱県南環境様⑩　　　　　２万円

アルプ様②　　　　３万９千238円
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『相横川晩秋』（1998年）

橋本守男（1936－）

油彩（F100号）作家所蔵

1936　壬生町大字藤井生まれ

1956　若山八十氏に師事する（～65）

1957　牛島憲之に師事する（～61）

1960　読売アンデパンダン展

1977　図鑑カレンダー・イラスト制作（78）

1986～一水族

1988　日本の自然を描く族（～92）

1989～さがみ美術協会族

1990　現代洋画精鋭選抜展

1990～秦野市族

1991～秦野美術協会族

1993　「短歌」（月刊誌・角川書店）表紙絵

　　　掲載　個展　10回（1988づ

現在、さがみ美術協会／秦野美術協会　会員

神奈川県相模原市在住

一警察署からのお知らせー

交通事故の事例

　　引馬木市
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まちのうごき

　　　　注意しましよう

①狭い道路では必ず徐行して進行

　すること。

個人、車等は出てこないという考

　えを持たず、人、車等が出てく

　るという気持ちで運転する。

(3)クラクション等有効に活用し、

　事故防止に努める。

10月 累計 前年比

事故件数 28 233 十61

死　者 ０ ２ ０

負傷者 38 274 十78

　　　　　１１月１日現在

総人口39,913人（　21）

　男　19,705人（23）

　女　20,208人（△２）

世帯数12,929世帯（　19）

　　　　　（　）内は前月比

18

至おもちゃのまち

ｊ　廓一ムページアドレス　http://www.t-cnet.or.jp/｀mibu/
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